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 豊平川周辺は我が国で最もサケに関して関心が高いといってよい。その豊平川中流部では、

近年河床堆積が進み、寄り州周辺のサケ産卵場の環境が劣化している。この砂州周辺の産卵環

境を改善するために、砂州の地形を利用して砂州内の上流から下流へ掘削路を造成した。その

結果、砂州下流部に堆積していたシルトが流出し、礫河床が出現した。本工事のような簡便な

施工により、サケ産卵環境が改善できる可能性が高いと考えられる。 
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1.  はじめに 

  
 サケ（Oncorhynchus keta）は北日本の重要な漁業資源

であり、そのほとんどは人工ふ化放流技術の発展に支え

られてきた1)。しかし、人工ふ化放流事業の目覚ましい

発展とともに、放流魚が野生魚の個体群存続性に負の影

響を及ぼすとして、遺伝的、生態的リスクが指摘される

ようになった2)。また、2012年に閣議決定された「生物

多様性国家戦略2012-2020」においても野生魚と人工ふ

化事業の共存への配慮3)について明記されている。 

近年では、北海道内のサケの人工ふ化放流事業が行わ

れている河川でもサケの自然産卵は行われている報告が

あり、河川捕獲数に占める野生魚の割合が約3割との推

定もある4)。特に、札幌市内を流れる豊平川は，稚魚放

流は行われているが、遡上親魚の約7割が野生魚である

ことが確認5)されており、サケ野生魚に対する注目が高

まっている。これら野生魚に配慮するためには、サケの

自然産卵できる環境を整えることが重要である。 

豊平川では、毎年中流部の流程約10 km の範囲でサケ

の産卵が見られる6)。豊平川で9月から11月に産卵するサ

ケは前期群、12月から1月に産卵するサケは後期群5) と

されており、前期群は産卵範囲の全域に、後期群は産卵

範囲の下流側に集中している5)。これは、温かい湧水を

好む後期群が、湧水の湧き出る扇状地の扇端部である下

流側を選ぶため7)とされている。また、前期群が産卵す

る上流側では、河床低下により8)岩盤の露出が進むこと

でサケの産卵に適した礫の減少が懸念されており5)、ま

た後期群の産卵範囲の最下流部は、湧水に鉄分が含まれ

ることでサケが忌避している可能性が指摘されている7)。

このように、豊平川のサケを取り巻く河川環境は厳しい 現状にある。このような中、前述の後期群の産卵床の分

調査地

 
図 -1 石狩川支流豊平川中流部に位置する調査地 

（地理院地図（提供 国土地理院）に加筆） 
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図-2  苗穂鉄道橋上流左岸の細粒分堆積部（alcove） 
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布が多い産卵範囲の内、産卵床数が減少しているところ

がある（さけ科学館、未発表）。寄り州の下流部にある

くぼ地（以下、alcove9）と言う。）において、礫の上に

細粒分が堆積しており、産卵床の減少の原因は、この細

粒分の堆積によるものである可能性があった。 

これまでは、サケの生息環境に配慮するため、魚道整

備10)をはじめとする遡上阻害の解消を行ってきた。しか

し、産卵環境改善を目的とした取り組みはこれまで殆ど

行われていない。 

これらを踏まえ、本研究では豊平川のalcoveにおいて、

サケ産卵環境改善に向けた取り組みとして、主流路から

導水するための掘削路を造成し、人為的に細粒分を流出

させる試験を行った。そして、alcoveの河床に堆積した

細粒分の厚さの変化と、サケ産卵床数を掘削路造成前後

で比較した。これにより、掘削路造成試験の効果検証を

行うことを目的とした。 

 
 

2.  調査地 

 
 調査地が位置するのは、札幌市中心部を流れる石狩川

支流豊平川中流部である（図-1）。石狩川との合流点か

ら上流12.2km左岸側のalcove（図-2）で、主流路からの

背水と、上流から砂州からの浸み出しが目視で確認でき、

平水時は流れが停滞した状態の水域である。 

 
 

3. 調査方法 

 

 (1)   掘削路造成 
 調査地は、alcove上流部に砂州が厚く堆積しており、

平水時は冠水することはなかった。しかし、掘削路造成

前の2017年9月18日の降雨による増水（2017年9月18日

14:00の雁来観測所地点で水位5.98 m を観測11））で砂州

上を流れた。２日後には、堆積した砂州上に増水時の流

路跡に水が残っていた（写真-1）。この流路跡に沿って、

2017年9月25日から26日にかけて掘削路を造成した(写真

-2）。掘削路は、延長120 m 、河床勾配200分の1、水路

下幅1 m から2 m 程度、床堀勾配は1:1程度とした。 

 
 (2) 細粒分堆積厚の計測 

 砂州にできたalcoveの最上流(KP12.2+13.5 m )から40 

m までの区間において、1 m ごとに河床の細粒分堆積厚

を計測した。掘削路造成前の2017年9月6日（1 m から24 

mまで）、9月12日(26 m 以降)、造成から24日後の2017年

10月20日に計測した。計測位置は、流心から左右岸側そ

れぞれ1 m 以内で最も細粒分の堆積した箇所とし、河床

下の砂礫層までを計測した。 

 

(3) サケの産卵床 

 調査区間におけるサケ産卵床数は札幌市さけ科学館が

実施しているサケ産卵床調査12)の結果を利用して明らか

にした。この調査は、毎年行われており、ここでは2013

年から2017年のデータを使用した。調査は毎年当年9月

から翌年1月まで行われており、毎月複数人で徒歩によ

り河床を確認する方法で産卵床数を計数している（有賀、

未発表）。 

 

 

4.  結果 

 

掘削路を造成すると、調査区間には本流からの河川水

が掘削路を経てalcoveへ常時流入するようになった。掘

削路の平均水深は17 cm 、平均流速は37 cm/sとなり、

数日から数週間で掘削路内に瀬淵構造が認められるよう

になった。alcoveには河川水の流入に伴って、alcoveの

 

写真-1  掘削路造成前のalcove上流に堆積した砂州 

2017年9月18日の降雨による増水後に砂州上流路

跡に河川水が残る様子（2017年9月20日撮影）。 

 

写真-2  alcove上流に堆積した砂州の掘削路造成作業 

（施工最終日の2017年9月26日に本調査地の左岸

砂州上から本流上流方向を撮影。） 
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最上流部の一部（幅2 m、延長8 m）に上流からの粒径の

粗い土砂が堆積した。 

 

(1)  細粒分堆積厚の変化 

調査区間における造成前の細粒分の堆積厚はほとん

どの地点で5 cm以上あり、下流に向けて堆積厚が増加す

る傾向を示し、特に26 m 地点では最大値32 cmとなって

いた。このような堆積物は、多くが砂および粒径0.075 

mm 未満の細粒分だったが、その下には礫（2 mm から

37.5 mm ）が堆積していた。掘削路造成後は、細粒分の

堆積厚が下流に向けて増加する傾向は認められず、堆積

厚はどの調査地点においても5 cmよりも小さくなった

（図-4）。また、造成後は多くの場所で、細粒分の堆積

厚が大幅に減少したことから粒径の粗い礫が観察される

ようになった（写真-3）。 

 
(2)  サケの産卵床数と産卵時期の変化 

 5カ年にわたるサケの月別産卵床数の変化を示す（図-

4）。本調査区間のalcoveにおける産卵床は、どの年も9

月には確認されていなかった。2013年に確認された産卵

床は14カ所だったが、2014年と2015年は2カ所しか確認

されなかった。2016年は9カ所確認されていたが、掘削

路造成後の2017年は造成前の過去4ヵ年いずれの年をも

上回る19カ所が確認された。 

 調査月別で見ると、10月と11月に確認される産卵床の

数は少なく、11月に確認された年は2013年と掘削路造成

後の2017年だけであり、10月に確認された4カ所は掘削

路造成後の2017年のみであった。また、9月から11月の

産卵床を前期群、12月から1月までの産卵床を後期群と

すると、前期群の産卵床は掘削前では2013年に3カ所確

認されていたが、2014年から2016年までは確認されなか

った。しかし、掘削路造成後の2017年には6カ所確認さ

れた。また、後期群の産卵床は、掘削前後を含むいずれ

の年でも確認されており、産卵床数の多かった2013年に

は11カ所、2017年では13カ所が認められていた。この結 

 

果は、掘削路造成後には前期群、後期群ともに産卵床

は過去5年で最も多かったことを示している。 
 
 

5.  考察 

     本研究では、掘削路造成によりalcoveに主流路からの

(a) 

 

(b) 

 

写真-3   掘削路造成前(a)と掘削路造成後(b)のalcoveの様子 

2017年9月10日と2017年10月11日に撮影。河床の変化

がわかる。 
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図-4   調査地のalcoveにおける2013年から2017年まで 
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図-3 調査地のalcoveにおける細粒分堆積厚の変化 
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河川水が常時流入するようになった。それにより、河床

に堆積した細粒分が大幅に減少した。サケの産卵床は粒

径0.5 cm から3.0 cm の中型砂利が多い13)と言われてい

る。掘削前は、サケが本alcoveで産卵する際には、まず

細粒分を掘り返した後に、さらにその下にある粗い粒径

の砂利を掘ることで産卵し、粗い粒径の砂利で卵を覆う

という行動が見られた（有賀、私信）。掘削路造成によ

り堆積した細粒分が減少し、下部に存在していたこのよ

うな荒い粒径の砂利が出現することで、産卵時の掘り返

しの程度が小さくなったと考えられた。よって、今回行

った掘削路造成は、本alcove内のサケの産卵環境を造成

前より改善したと思われる。 

 今回前述したように、掘削路造成により河床に堆積し

ていた細粒分が減少した。また、2013年から2016年まで

の4年間の各年のサケ産卵床数と2017年の産卵床数を比

較すると、掘削路造成後の2017年が最も多かった。その

中でも、前期群と後期群どちらの時期でも産卵床が増加

していた。本調査地付近は豊平川扇状地の扇端部に位置

しており、滞留時間の長い湧水が豊富な場所であること

から、冬季の河川水温より高い水温環境を好む後期群の

産卵環境として知られている7）。今回、掘削路造成によ

り細粒分が減少して産卵床としての河床材料組成が良好

となり、産卵環境が改善した。このことが、湧水の存在

とともに後期群の産卵床増加につながったと思われる。

一方で、本alcove上流部では、細粒分の流出と同時に、

粒径の粗い土砂の堆積と流速の大きな流れが認められた。

このような場所は、扇状地による滞留時間の長い湧水だ

けではなく、瀬淵構造のような空間スケールの小さな河

川地形による、滞留時間が短く水温が河川水に近い伏流

水の発生が考えられる。このような場所は前期群の産卵

環境として適している6）。そのため、今回の掘削路造成

は、後期群の産卵床だけでなく、前期群の産卵床も増加

させたと考えられた。 

 

 

6.  おわりに 

 豊平川はかつて、サケが遡上していた川であり、増殖

事業が1937年から始まり稚魚の放流が実施されていたが、

札幌の人口増加に伴う家庭排水や工場排水による水質悪

化により、稚魚の放流が中止されていた8)。その後、豊

平川の水質は下水道整備などにより改善され、市民グル

ープによる「カムバックサーモン運動」が始まった1979

年春には、稚魚の放流が再開され、親魚の遡上も確認さ

れた8)。また、1994年以降、順次床止に魚道を設置して

きたことでサケの遡上範囲は真駒内川まで延びてきてい

る8)。しかし、前期群が産卵する上流側の河床低下に伴

う産卵環境悪化の懸念や、後期群の産卵範囲が限られて

いることから、サケの産卵環境は厳しい状態と言える5）。 

  近年、地域住民が中心となった手づくり魚道や河床を

掘り起こして魚類の産卵環境改善を行う取り組みが「小

さな自然再生」という名で注目されている14)。小規模で

あるメリットとして、地域住民が主体となり、誰でも参

加することができ、短期間で効果がわかると言われてい

る。また、小規模であることで修復や再構築が容易であ

る。本研究で実施した掘削路造成試験もこれに類似して

おり、市民活動である札幌市ワイルドサーモンプロジェ

クト（SWSP）や道興建設（株）をはじめとする市民なく

しては実施できなかった。今後も、豊平川のサケ産卵環

境を改善できる方法を模索し、行動するためにも行政と

地域住民の協力が不可欠と考える。また、サケの遡上す

る他河川においても、このような産卵環境改善および創

出する取り組みが、野生魚との共存のために有効である。 
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